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保育音楽論∬ 啗 己確認嬉 び並 踏蹴 た麟 方法ど

内悉　　　 へ

　　　　　　　　 釈 　ム 　 7診　 ｝

　　　　　 （　柬 葱 看P 足　立　島　等　保 育　営　院 ）

《 石司 変｝ の 凰 fig》

　叙ヨ迄の足桝2年間、研究と自己禰修の回的で萄翹、

公立係脅園へ通い、指導を続すてきた， 縲育誉楽を外
・側からしか 見ることのできない石行宛着の立場で、司髪

な眼り幼児の裡座に露着して保育髫響の在う方を潔 ろ

う乙した。 主たる狙しX（a ， 集団保育に於 り尋 者響メ旨導
と，純粁な看鞍彦嬬 でなく、喜わぱ青

・
寂腎へ技ブる

u1
馴らし

v
の 　1旬の　鼡どLて捕戚するという自らの

考え慰 絳験的に勍蛋することである。 本溌表ば、縫

遍報壱1て停塞つ た遜去2 回の ff紀要発表劇 と翼なりL

一
っの仮説ど、それK基づ

L

く方法論を述べ させて頂く、

《 繍 究 の 方 法 》
e 毎涸

一回、　9時≧髫頃、　  イ巧｛育園‘（：憑Lし、
丶　IO時よ　り

知分〜 騰 周、5歳児ブラス1ぐ封 Lて鴛 鰍 （歌囓、

楽器．、遂び
1

）の指尊を行う。　（想報副）

曾 濠則Z 〔て饗老のピアノと欹 で（薯番響ば、団内の

ガ勿を便閉）茅彦導を：彳彳うカs
’
、クラズJ“1当o）zate1〜 2名

ぱ ’必ず
ト
参カロし 、 硝1（は補封力をして下さること毛あ ：る。

副鸛兇の修加 よ強制ぜず、 庭で嵯びたい多、 lrXf ル内

で見蓼す多多、中途暹雀した い 5ば自由にし1辷が 、 塗

凌毎加 が錨ん どであっ た ， 尚，遊びの淦申で入退室を

気ま塞にする多侠に対 Lては、 蓬意を促 L衣e

  園側の髫謫のある跨以外、定期的な反痼含ば行わず、

嬋当楊撮、團長ヒの雜談ば、ほぼ畜回行っ た。

切 燦£訪剏る迄、手習復習ば姦務づ アず、≡｝伏蓬の勇

望がある暁にば、日帛の保育の中で、保毋 が同じ歓や

遊びとくク玖 L匹， 圜が計画する
aA7

月の歌
v
署を、

篆危の指尊專中1て覇［〈組 Of入れることをせず、従フ て、

1瀰 圜の音勲 縛 の
L
鋪 だ ω ウカ場御 ぐ 鞴

独自の藏善を狩わぜていt（だし1た、

《　考　窰　と　結　論 》一 仮詑尸自己確書墨の

喜が』 夜びそ鼡乞踏まえた指蓴方法と内廛｝にっP て

　教斜黼 が轉入される以勣の就学前霞熔に於 し1て 、

篠囹係育に於 げる音響鱒薯や者鞍落動に求められるこ

とは、人間1蓼的観点ヵ）うば・ff1、を・南じた巾ム 1人 ・

麺 で
噛
あワ、縛 彦嬬 的観点かタ証

、 艨 としり令蠧感
に対するハ 咏や矯ク望の眼が六、窒く〕剤か れ る こ とく の方

向つげ友び 蓄，、的捜能獲彳 と畜えよう。以上が燭セ別

々 で
嚠
な く

、 蕊含的、毓捲的κ なさ鼡ることが 、勿廻期

の老「響メ旨導の钁想的楽で あろう。 さ て、こ承叡での実

貫獄釜験か う、歌 囓、 楽器の指導に勵重L7こ老警樋 動

ながら、仮説1こ歪 る考之方色置べ でゆ3たしb

　幼 児ば時匕 して腹の底の
丶
ら、忘我的に 大声を武 して

歌う． 勧 が集団であ搬
覽

・城戡 もと入声臓 し哈

う かのようである。

雀

　　
「

　　
V

てe
’

ことに対ずる

否是衂な苑入観 （この苑入観はさ者勲ゆ芸術ゆ芙
”

と

い う
一
連の思霧回路か＞4b＼ それ 匕も 多藪は

（

 堅遠
”

すろ摎在であり，そ衆をPPi7るのが資矛疹であ S どいう

六人の思い込ガか ら起凶1ているのか停わか今なし1カつ

か ら、幼児の この状泥 に歩会 うと指尊麹 ま次の行琢に

移りがちである。 即ち声を鎮の るよ う才旨示（たク諭し

たりずる。 畢老ぱ、かよ うな菰豸を否足ずる毛の℃
・
（g

ないが、前逮の歌喝行動自幽 《つ いて、更なる考探の
ノ睡 を爆 じるも毟である・ 音祭糖 の面・日本諾の言

詰楢造の面、 鼠俗学的な直）、道徳的ぢ面署、多角度か）

らのアヂローチが考MM るが、斈看ぱ、幼堽伽 e境
ij錫t（立フ た基夲的な面粥 糸職 論餬 諺 え雛 める。

　私 事で恐編だが、歌好きだフ疋肇者1ま幼児期、穴声
で歌うことが日課であフたが、

「

そんts（〈メこ声を宏すな、

夫人になフ で声が歩なくなる」 とた し獄めら鼡て炭釆、

ピョ ロヒョ ロ声の頭声廃声に切 りかえたことと紀憶し

てい る。身に覚えるFE　ytでば （の彳強多1：ば少くとも

二 つの目白・ びあフ た，

一 の夫弄を出す気分の浸さを味

iフう？   い かに したら戸が歩し易くなるか の 、 し｝才フば

自己  習一 。犬声で歌う行為が
、
『そ鼡自男の六朔（行

われ、そ蝦自身が楽しかを与 える）舘わである己（釈祖；rご

購 ・繰）とす鼡ば、そ嵌ば即5遊次の概飽 こ毛通ず
ib

，

六人で℃プ 声苞ボず・ 歙うことは楽しし、。 老こ［ミは原

初観 毛款 磁 囎 騨 すろ・ 甥纖 の蜘 雛
1ま、入人より更に直麟 9に自分自虜楚捧験 畜昏粤び

’
、

自己芝認識する喜びを咏わっ てい るのではなかろうか、

まして蜘 駄 勧 簪 で融 く 、 麟 蓬藪鴛 と ・

うこと1ま、幼児にとつ て自己実現の喜び で毛珍ろう。

　歌 に劣うず幼児が煽む志のぼ余溢である。 ここ でも
く（

大声で男父う
”

と1鏃 のこと（溢び
1

ど自己学習）が兇

歩せ る 、 幼児は藻器を触る・埼つ、嶺乞広すとし、クこ

モ躔讐鶲餮贇潔漿黷瓢転響
一一176．
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とは、自己の蓚在を直慮的に
！感得する程の大き獄葛ぴ

であうう。 自身の舅俸 を便フ て勲番を矚 3す行愚か ら

得うれる、灣｛きに 似 た喜びの鳶覚1よ、人生に対する肯
是的な盗「勢を育てるプラスの勅激とぼつ て、自己の存

衽の碓館へ と善く g

　以上述べた 、 濛初的な快の！感覚1ま、幼児の人周形成、

と1髞 難 ．既 ・ て 蟹 な一契機で あると動 とめ、

こ瀧 鮒 ・網 陷 己麟 肋 喜砧 （田喜び
Lg

］ と略す）

と し、集団保育の音楽指薯K於しド てこれ翻（切 く屠守

る猷 方齪 起したい．鴨 び』 ｛よ、 鋤 や鋳 餓 等

の複舗 」鷹から煮｝起さ鼡るどころの
s
　、　怒右1曽の

下で侍感受さ欺　い 。 そ欧故、 その！魅膚を生ぜ しめな

い・又は解消できる糞導方法が黎隶さ鼡る。 攀看ぱ
cc

遊び
’
グ

の砂態乞採秒ことが望ましいと考えろ。 柯故な

ら、K尠
’
グ

に於いて｛ま、そこ｛く現われる匳蘯亟璽登ヨカ丈
劣箸椿等と｛て自覚？れに ・〈ひためで

1

ある、
一つ の形

縫を六、人か う与えられるという、菅、で ， fヨ舜 訂な2益μと二

は当然異な るが 、 指尊方菰で、艇輝な遊びに近づサ る

こ匕は可能であ ろう。 例えば
ト
楽鋤（ついて言えぱ （幼

児が親し（丶のIM どして無者糴打祭潘であるが）トラ

イアングIL［9タしより、 鈴でさえ噤張で
’
季

」

箘が
’
）S更直する。

一能 心のtl7ば嶼 昧と肉肥で溢照てい る。 この時、　
K
婚

三きなよう1：こセ轄らLてし、し、よ
v

　と＿言し〕7籌こがう、　すぐ
L

正 L
い湊広を叡 え込もうとしたク、制止させたりすること

は、
K
下手FJ，） と言うことと同じであろう。 幼 児は、m こ

の弛窒ば鴇の前で評価につながる多劾葱しない汐）、IV

b）ら」專し｝
一
（く蝦る力複］とし1クことを、編 に応じとる。

湊蕷にこだわらずに者を出ざせてもらえ，る、リズムに

衆猶なくて宅し｝いのだ、 と．い う
‘ iU，、信婦蝿 ぎ才包く

lj、幼1 は配がら楽しむ， 即ち、遊，が，自ε営習する。

（表層的な援え方でIZPあるが、　 ueアノは、最初の音を

嵐すに至る試しや苦労の段潜が少し｝衆番であるが政に ，

ピアノが葺ける； 者楽指導力有能．とする考え方は、
一顧色粤するのではないかと汚えるが どクだろうか。）

　ところで、能力が到蓬 しない認題や対象に対 Lマは、

人間は概 して嶼啄を浄力〉亭ない。 困難＆感し
嗹
さセ 諺隹

しし、遊がをLたのでtg，幼児は搬し塞なひ。どぱ毒え、

か聯 蝦 献 やfA＊rの内房でなし、限 り、幼烈 欝

〔（おし、てゑ巨承色しなし1が
鬮
， 孝老は，歌や豪器か嚢齟 の中

に ピり入以 ら沢る 【己
音饗遊び」 どいう

一方滋を老え  

実置貧し
一
てし、るo （撫 ↓こ囎 ミ中壱）冫彡こC；ffう貅 体、　な

るべ く日駕歌う幼 ｝緻 嵎葡や．教えノ去えたい肯の重蠹

など1 ずる、

（ 音 楽 益 が　の　実 践 例 ）

　晦と風1・億の駄 即占倣駄 鰍龝 緲 曲）を紹年穿ると、

歌を覚えた後、四陣に坐ク て自分の位遷を覚えておき・

曲 の前享を歌う。歌囓 部分9！1、節目
K
ヒュ ーン

”

か ら

最覆まで琶＄kL）ながら塗速力で自由に駆1ナ回リ、次の

曲の蚤頭までに元の4d置に戻 9、以辷をくワ底 ずこと

を約束して透皇δ｛が、粕 節ソズムがよく身にフ P ていな

い 子保でも （幼児とソズムに肉しては／タ獲の課靆冫曲

の終りにぱピクリと元の位钁に庚ることができ、 楽し

んで歌い、遊んで
’
いるのである。

　鞍癢を汲 つ た．『バスごフ こ戯 多訊 親 鵬 ）を超 ↑ず

ると、（これは，楽番に親しむことと、乱暴1：拔うこと

の塵いを放える曦がでもあるが、）歌瑁部分5へ 8小 節
CC
おとな9〈 、ハイ、

”

の箇処で、薯器・の髱をたてな

し、ようtc、そっ と麟の人へ 渡してゆくが
1

、写庚の様｝

を見ながら、その部分だ1アを自由リズムに してピフ
7 ノ

色弾いたり、 ピアノのデ冫ポに合力させた1，応用を

きかせなが ら遊ぶと・幼児が何回も席番を矛に垢つ機
公が得られ、梁しむうちに 自然と，書器↓こ対す5齢

薦も解須ご鼡 ， 凝の竣腦へ の鵜行がスムーズになる。

　又、歌ロ昌教叙はイ塗わないが、圏内の全 ての＆
“
＄を’

糴類ずつ並ベイ、一人一人が女舞 な業器を選んで
底
兎

亭
”

をする配楽番で竢拶画の者薯溢びでは、（鼓めて経

衷する機公を得たいと瑟えているが）親しみ易い衆番

仍 めずラU 噤番へ 、陶賜 ｛筋 てゆく耀 の1鏡
の妥化ヤ、男

・女児Lの薯湯嗜準チのf＠tti〕署も副産物と し

て観豊でつ る溢がであり、髫翻 旨導の湧ソ方に フ い て・

改めて考廴奄せ ら承る遊がでもある a

　以上で 、

if喜び』 差颱まえ／i　ff音楽rkび凶を紹ケ〔た

PSL泣がの中で幼i2tS 、歌うこと
、 又1ま潔器葱躬す

こttz、 如何に夢マになるP 、、を実証ずる為に｛ま、更

ド群細な実戯論き加えなくてはな5なの ヒ遅う，凝

表では、仮．説の提走ζにどどめφせ マし1ただき、多密の

不允分な尚題点と音継 びの分嚢につし）11よ、既に底
べたように 冷 勧 讙 豌 さゼてし1喪だきたU 。最復
ド、翻 毬 びに ク し110P 人茜 1≠躯 分1托 記す．

。 歌ロ昌放款醤契いなが
1
彡堪ぶ

監
もの，

。 歌鵡教叔 と歌U なが ら．楽番を嶋らして溢δご毛の ，

・勲嵎敷獄を歌わす返 、どアノ葱聴3ながう遊んだ ラ、

　搬届を嶋うし1こ ソ誘るもの、

。 歌漏徴赫 と便囀しない もの，

・ 哥定嵋教萩の袙節リズム を揮調して遊δ佑の，
。歌嵋激萩の 拍 顳ソズムを強調て ずに （しか し柏節応

　はくず◎ずに瑳ぶもの。

ウ 敷娼赦萩の袙 節リズムの杵色匕 ワ隙いて ，自由 リズ

　ム を尊入 して遊んだ ，、暮番を嶋らしブ冫 ，可る右の，

一 177　一一
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